
資産マネジメントに関する市⺠向けワークショップ 
「みんなで試そう︕カワサキ公共施設の未来体験ゲーム」の開催結果について 

 
１ 概要 

本市の公共施設を今後どのように活用していくのかといった「資産マネジメント」の考え方や取組の方向性等につい 
てわかりやすくお示しするとともに、施設の複合化や多目的化などの「資産保有の最適化」について、ボードゲーム形式
により理解を深めてもらうこと、また、現在、ゲーム構築中であるため、構築に向けてフィードバックをもらうことを目的とし
て開催。 

 
【ゲームの内容】 
・資産保有の最適化（公共施設の複合化や多目的化など）について理解を深めるため、架空のまちを設定し、限ら 
れた予算の中で、公共施設の配置計画を考えるボードゲーム。 

・1 グループ 4〜5 名程度で実施。 
・10 年後、20 年後、30 年後の未来について、⾼齢者の増加、⼦どもの減少、施設の⽼朽化などのさまざまな環境 
変化に対応するため、初期配置した公共施設を最⼤限活用し、施設の機能の⾒直しや多目的化、施設の貸付・ 
売却をチームで検討・実施。 

・最終的にさまざまな条件をクリアしたら得点が加点され、一番点数が⾼いグループが勝ちとなる。 
 
２ 開催日時・参加人数 
【南部】 令和 4 年 8 ⽉ 21 ⽇（⽇）午後 1 時〜午後 4 時（川崎市役所第 3 庁舎 15 階 第 1〜3 会議室） 

        参加⼈数︓13 名 
【中部】 令和 4 年 8 ⽉ 28 ⽇（⽇） 午後 1 時〜午後 4 時（中原区役所 5 階 502 会議室） 

        参加⼈数︓18 名 
【北部】 令和 4 年 9 ⽉ 4 ⽇（⽇） 午後 1 時〜午後 4 時（多摩区役所⽣⽥出張所 2 階 ⼤会議室） 

        参加⼈数︓9 名 
【参加⼈数】 計 40 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３ アンケートの主な感想・意⾒ 
  ・資産全体をマネジメントする視点に⽴てる良い機会になる。 
  ・⼈⼝減少する中で、余った資産の活用方法が⼤切であると学んだ。 
  ・ゲームという形で分かりやすく親しみやすいので 10 代、20 代、30 代の若い世代も興味を持って楽しく学べる。 
  ・ルールを少し簡単にしたり、覚える要素を少なくすると良い。 
  ・ルール説明の時間がもっとほしい。 
  ・コマの色の区別がしづらい。 
  ・建物を新設する時のコインの数を増やした方が良い。 
 
４ 今後の活用方法 

・ワークショップで頂いた意⾒を踏まえて、ゲームを改善し、年内を目途に構築する。 
・地域ごとの資産保有の最適化を推進していくにあたり、資産保有の最適化について理解を深めてもらうための⼿

段としてゲームを活用しながら、モデル地域に居住する市⺠や施設に関係する部署の職員等に対して、今後の取
組の説明・周知を⾏う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
































